
ヨハネ福音書の１:1-18の導入は詩的な書き方で、それ
以降のヨハネ福音書全体の要約になっています

 

ヨハネ福音書の最初の節（1章1節から18節）は、「プロローグ」としても知られ、非常に詩的な
表現で書かれており、福音書全体のテーマと神学的な基盤を提示しています。この部分は、キリ
スト教の神学における中心的な教え、すなわちイエス・キリストが神であり、人間の姿をとって
この世に来たという教義を表しています。

このプロローグは、「はじめに言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神であった」とい
う有名な一節で始まります。これによって、イエスが神の存在であり、創造の初めから存在して
いたことが強調されます。また、「言葉」はギリシャ語で「ロゴス（Logos）」とされ、当時の
ギリシャ哲学において重要な概念でありました。これがキリスト教神学に取り入れられ、イエス
の神性と永遠性が強調されています。

プロローグはまた、光と闇、信仰を受け入れる人々と拒否する人々という対比を通じて、イエス
の地上での使命と受容のダイナミクスを説明しています。特に13節から18節まででは、イエスが
神の独り子として人間として生まれ、神の恵みと真理をこの世にもたらしたことが宣言されてい
ます。

この導入部は、ヨハネによる福音書の理解の鍵であり、イエスの人間としての生涯だけでなく、
その神性と宇宙的な役割を理解するための基盤となっています。

ヨハネ福音書は「証し」がテーマです。この導入部
は、証しの歌とも考えられますね

 

確かに、ヨハネ福音書の導入部は「証し」というテーマに非常に適しています。ヨハネの福音書
は、他の福音書とは異なり、イエス・キリストの神性とその地上での使命を強調するために書か
れています。このプロローグは、イエスが「言葉」であり、神から来たものとしての彼のアイデ
ンティティと使命を宣言しています。

プロローグにおいては、イエスが光としてこの世に来たと語られ、この光が人々の暗闇に輝く
が、暗闇には理解されなかったとされます。この光と暗闇の対比は、イエスの証しとしての役割
を示しており、彼が神の真理をこの世にもたらしたことを象徴しています。

また、ヨハンネス（バプテスマのヨハンネス）もプロローグで重要な役割を果たしており、彼の
証しはイエスの証しを補完する形で登場します。ヨハンネスは、自らがその光ではないが、光に
ついて証言するために送られた者であると紹介されています。彼の証言は、イエスが神の子であ
るという事実に人々の注意を引き寄せるためのものでした。

このように、ヨハネ福音書のプロローグは、イエス自身の神性と使命、そしてヨハンネスを含む
他者による証言の重要性を詩的かつ力強く提示しており、全福音書の基調となる「証し」のテー
マを見事に設定しています。この部分が「証しの歌」として捉えられることは、その内容がイエ
ス・キリストに対する最高の賛美と証言であるからです。
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全体を通して、光とパン、真理と恵み、知恵といのち
がテーマとなっており、聖所にある燭台とパンを連想
します

 

ヨハネ福音書では、確かに「光」と「パン」、そして「真理と恵み」、「知恵といのち」といっ
たテーマが全体を通して織り交ぜられています。これらのテーマは、ユダヤ教の宗教的象徴や儀
式との深いつながりを持ち、読者にとって親しみやすいものでした。

光  

イエスは「世の光」として紹介されており（ヨハネ8:12）、これは神殿にある燭台（メノラー）
を連想させます。燭台は、神の臨在と導きの象徴であり、永遠の光を意味していました。イエス
が自らを光と表現することで、神の臨在と導きが自身を通じて実現されることを示唆していま
す。

パン  

イエスは「生命のパン」として自己を表現しています（ヨハネ6:35）。これは、神殿の「供えの
パン」に対応しており、神の恵みと恒常的な供給を象徴していました。イエスが自らを生命のパ
ンと呼ぶことで、彼を通じて真の精神的な食物と生命が提供されることを意味しています。

真理と恵み  

「真理と恵み」はイエスの教えの中核をなすもので、神の性質とキリストを通じて示される神の
性質を表しています。ヨハネ1:14には「御言葉は肉となってわたしたちの間に住み、（わたした
ちはその栄光を見た、父から来たひとり子の栄光、真理と恵みに満ちたものであった。）」と記
されており、イエスが神の真理と恵みを具現化していることが語られています。

知恵といのち  

イエスは「生命」と「知恵」を象徴する存在であり、彼の言葉と行動は神の智慧と生命を示すも
のです。特にヨハネ福音書はイエスの教えが「いのちへの道」として描かれています。

これらのテーマがヨハネ福音書に織り込まれていることは、旧約聖書の象徴や儀式と新約の教え
がどのように統合されているかを見事に示しており、イエス・キリストがこれらすべての象徴の
究極的な実現であるというメッセージを強調しています。

そして主イエスが神の長子であることは、大祭司とし
てのイエスを連想します
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ヨハネ福音書でのイエス・キリストの表現は、彼が神の独り子であることを強調しており、これ
は彼の神性と特別な役割を指し示しています。この概念は、ユダヤ教の大祭司の役割とも関連づ
けられます。大祭司は、イスラエルの民と神との間を仲介し、特に贖罪の日には、民の罪のため
に聖所に入って犠牲を捧げる重要な役割を果たしていました。

イエス・キリストの大祭司としての役割  

1. 仲介者としての役割：大祭司は神と人々との間の仲介者でしたが、イエスは更に究極的な仲
介者として、人間と神の間に立ちます。ヘブライ人への手紙では、イエスが「偉大な大祭
司」として説明され、彼が天において私たちのために仲介者としての役割を果たしているこ
とが述べられています。

2. 永遠に持続する大祭司：伝統的な大祭司の役割は、一代限りであり、大祭司が死ぬと新しい
大祭司が任命されました。しかし、イエスの場合、彼は死と復活を通じて永遠の大祭司とな
り、永遠にこの役割を維持します。

3. 究極の犠牲：ユダヤ教の大祭司が動物の犠牲を捧げたのに対して、イエス自身が究極の犠牲
となりました。彼の十字架上の死は、全人類の罪のための完全な贖いとされており、これに
より繰り返しの犠牲の必要がなくなりました。

イエスの神性と長子としての位置  

イエスが神の独り子とされることは、彼が神の本質を共有し、創造主である神と同じ性質を持っ
ていることを示します。また、長子としての位置は、彼がすべての創造物に対して特別な権威と
優先権を持っていることを意味します。これは、彼が宇宙のすべての事柄において優位であり、
救いと裁きにおいて中心的な役割を果たすことを強調しています。

ヨハネ福音書におけるこれらのテーマは、イエスの人格と役割を深く理解するための重要な要素
であり、彼の神性、救いの働き、そして人間と神との関係における彼の中心的な位置を強調して
います。

あわれみ深い忠実な大祭司ですね  
はい、その通りです。イエス・キリストは「あわれみ深く忠実な大祭司」として、特にキリスト
教の神学において重要な役割を果たしています。この概念は、特にヘブライ人への手紙で詳細に
説明されており、イエスが人間の弱さと試練を理解し、共感できる唯一無二の存在であることが
強調されています。

あわれみ深さ  

イエスは人間としての経験を通じて、人々の苦しみや誘惑に直面する感情を完全に理解していま
す。そのため、彼は我々が直面する課題や弱点に対して深い同情と理解を持って接することがで
きます。ヘブライ人への手紙4:15では、「わたしたちには、同情することができない大祭司がい
るわけではありません。むしろ、すべての点でわたしたちと同じように試練を受けながら、罪を
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犯すことなくおられた方です」と記されています。

忠実さ  

イエスの忠実さは、神の意志と計画に対する彼の完全な服従によって示されます。彼は神の救い
の計画を完遂するために、自己犠牲的に十字架で死ぬことを選びました。この行為により、彼は
神と人との間の完全な和解を成し遂げることができたのです。彼の忠実さは、神の愛と義を完全
に表現しています。

大祭司としての役割  

大祭司として、イエスは最も神聖な場所、すなわち天の聖所に入り、私たちのために継続的に取
り成しを行います。ヘブライ人への手紙7:25によれば、「だから、彼（イエス）は、彼をとおし
て神に近づく者たちをいつまでも完全に救うことができます。なぜなら、彼は彼らのために常に
生きていて、彼らのために取り成してくださるからです」。これは、イエスが永遠に私たちのた
めに神に取り成しを続けていることを意味し、私たちに対する彼の愛と献身を反映しています。

イエスの「あわれみ深い忠実な大祭司」としての性質は、彼がどのようにして神の完全な愛と義
を地上に示したか、そして今もなお私たちのために神の前に立っているかを象徴しています。

大祭司は至聖所に入って、宥めの蓋の間から、神のこ
とばを聞きます。至聖所はdebir（dabar）とも呼ばれ
ます。「はじめにことばがあった」のことばは、この
ことも連想します

 

確かに、ヨハネ福音書1章1節の「はじめにことばがあった」は、旧約聖書の至聖所における「デ
ビル（debir）」という言葉との深いつながりを持つ可能性があります。デビルはヘブライ語で
「言葉」を意味する「ダバール（dabar）」から来ており、神殿の至聖所を指す言葉としても使
用されます。至聖所はイスラエルの神殿の最も神聖な部分であり、神の臨在が最も近く感じられ
る場所でした。大祭司は年に一度、贖罪の日にこの至聖所に入り、そこで神と交わり、神の声を
聞きました。

この背景を踏まえると、ヨハネ福音書が始まる言葉「はじめにことばがあった」は、神の創造の
言葉としてのロゴス（言葉）が、イエス・キリストとして具体化したことを強調しています。イ
エスが地上において神の言葉を体現し、神の臨在と意志を明らかにしたという点で、イエス自身
が新しい「至聖所」となり、神と人との間の完全な仲介者としての役割を果たしたと見ることが
できます。

この表現は、イエスの人格と使命を非常に強力に象徴しており、彼が神の究極の啓示であるとい
うヨハネの神学の中核を形成しています。イエスはただの教師や預言者以上のもの、すなわち神
の言葉そのもの、神の最終的な言葉としての役割を果たしています。これにより、イエスを通じ
て神の救いの計画が完成し、信者たちは神の真理と恵みを直接的に体験することができるように
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なります。

神のことばの光と、御霊の恵みですね  
まさにその通りです。ヨハネ福音書における「神のことばの光」と「御霊の恵み」は、イエス・
キリストを通じて展開される二つの中心的なテーマです。

神のことばの光  

ヨハネ福音書の冒頭で述べられているように、「ことば」（ロゴス）は神と共にあり、そのこと
ば自体が神でした。この「ことば」は、イエス・キリストとして肉体を持ち、世に現れます（ヨ
ハネ1:14）。イエスが「世の光」として紹介されるとき、彼は真理と啓示の光をもたらし、暗闇
を照らす存在として描かれます。この光は人々が神を知り、神との関係を深めるための道を示し
ます。

御霊の恵み  

御霊、すなわち聖霊は、イエスが地上の使命を終えた後、信者たちを導き、支え、力づけるため
に送られます（ヨハネ16章）。聖霊は信者の内に住み、彼らに神の愛と真理を理解させ、神の御
心に従う力を与えます。これは「恵み」としての聖霊の働きであり、信者たちは神の恵みによっ
て救いを受け、霊的成長を遂げることができます。

イエス・キリストと聖霊の働きは、神の計画において互いに補完し合うものです。イエスは神の
言葉を地上に具現化し、聖霊はその言葉を信者の心に刻み、彼らが日常生活においてその言葉を
生きることを助けます。このように、神のことばの光と御霊の恵みは、信者の救いと成長の基盤
となり、神との永遠の関係へと導く重要な要素となっています。

そのいのちのことばに、御霊の息が吹き込まれ、偉大
な声となるのですね

 

その通りです。イエス・キリストが「いのちのことば」として与えられ、そのことばに聖霊の
「息」が吹き込まれることで、神の声としての力強い表現が成し遂げられます。この組み合わせ
は、信者に対する神の啓示と救いのメッセージを活性化し、世界中でその影響を拡大させます。

いのちのことば  

イエスはヨハネ福音書で「いのちのことば」として表現されます。これは彼が神の最終的な啓示
であり、真のいのちへと導く唯一の源であることを意味しています。イエス自身の言葉と行動
は、人々に永遠のいのちを与える力があります。

聖霊の息  

af://n55
af://n57
af://n59
af://n63
af://n65
af://n67


聖霊は、新約聖書でしばしば「息」と表現され、これは生命、力、そして神の存在そのものを象
徴しています。聖霊はイエスの弟子たちに与えられ、彼らを通じて神の言葉が力強く語られるよ
うになりました。特にペンテコステの日には、聖霊が弟子たちに降り、彼らが多くの異なる言語
で神の偉大な業を語ることができるようになりました（使徒行伝2章）。

偉大な声  

この組み合わせにより、神の声はただの文字や教えに留まらず、生き生きとした動的な力とな
り、信者の心を動かし、彼らを変容させる源泉となります。信者たちは、この「偉大な声」を通
じて、神の愛と救いのメッセージを広め、他の人々にもその恵みを分かち合う使命を担います。

このように、イエス・キリストと聖霊の結びつきは、キリスト教信仰において中心的な要素であ
り、教会の宣教と奉仕の活動において重要な動力となっています。神のいのちのことばと聖霊の
息が一つになることで、信者たちは神の王国を地上に建設するための力を与えられるのです。
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